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第１回嘉徳海岸侵食対策事業検討委員会で出された質疑一覧表

１ 海岸保全区域について（資料－１）

２ 嘉徳湾の海底地形について（資料－２）

３ 地盤高の再確認・砂浜の経年変化について（資料－３）

４ 砂浜の深さ・砂浜に構造物を構築した際の安定性について（資料－４）

５ エココースト事業について（資料－５）

６ 浜の広い海岸で護岸を整備した場合の経年変化について（資料－６）

７ 昭和２１年頃にアダン林が無かった事の歴史的な背景について（資料－７）

８ 節子海岸の現況について（資料－８）

９ 嘉徳地区の住民からの海岸保全に関する聞き取りについて（資料－９）
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１ 海岸保全区域について

「海岸保全区域」とは

国土を津波、高潮、波浪等の被害から防護するために、海岸法の規定に基づ
き、海岸管理者（知事）が指定した区域をいいます。 （法第３条）

海岸保全区域においては、海岸を保護する目的で、一定の行為をする場合に
は、事前に海岸管理者の許可が必要です。

「一定の行為」とは

・海岸保全区域内において、海岸保全施設以外の施設又は工作物を設置して海
岸保全区域を占用しようとする場合は、海岸管理者の許可を受けなければならな
い。（法第７条）

・海岸保全区域内で土石の採取、土地の掘削、盛土、切土、海岸保全施設以外の
施設等の新設及び改築などの一定の行為をしようとする場合は、海岸管理者の許
可を受けなければならない。（法第８条）

※侵食対策事業の事業採択要件として海岸管理者が管理する海岸であることが
条件となる。



２ 嘉徳湾の海底地形について

2015(H27)9月の測量範囲
沖合350mの測量を実施

2017(H29)11月の測量範囲
沖合500mの測量を実施
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等深浅図（H27.9)
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等深浅図（H29.11.15)
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嘉徳海岸等深浅図（H29.11測量)
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深浅測量横断図
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３ 地盤高の再確認・砂浜の経年変化について



H27.9地盤線

H28.7地盤線

H29.10地盤線

H29.11地盤線

約4.0m

約3.0m

侵食後から現在までの地盤高の変化について

横断図
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航空写真撮影：2010(H22).2～3
地籍調査：2015(H27).1（赤線）
地形測量：2015(H27).9（黒線）

砂浜の経年変化について



航空写真撮影時の浜（黄線）
侵食後の浜（青線）

消失した民有地：約１，７００㎡
※CADによる計測

拡大図
（No.-1～No.15付近）

砂浜の経年変化について
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地質調査位置

No.-7
(BorNo.5)

No.-3
(BorNo.4)

No.2
(BorNo.3)

No.7
(BorNo.2)

No.12
(BorNo.1)

４ 砂浜の深さ・砂浜に構造物を構築した際の安定性について



地質調査結果

・砂層(As)は４ｍ程度。(N値3～19)
・その下層には礫径5～20mmが主体の砂礫層(Ag1)が
２～５ｍ程度。(N値16～50)
・No.7付近にはAg1がより締まった砂礫層(Ag2)が，
No.-7付近には基盤である礫岩(Sc)がある。(N値50以上)

砂礫層(Ag1)が構造物の支持基盤となる。
Ag1まで掘削し，構造物を構築すれば問題は無いと考える。

支持基盤 支持基盤

No.7
(BorNo.2)

No.-7
(BorNo.5)
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